
言怠

説フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の

O
D
A
政
策

は
じ
め
に

二
O
O
一
一
一
年
四
月
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
う
貧
凶
問
題
な
ど
の

研
究
で
有
名
な
米
閣
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
股
界
開
発
セ
ン
タ
ー
月

2
8

5
ま
円
色
。
σと
り
n
至
。
甘
さ

gH)」
は
、
一
一
一
の
先
進
国
が
貧
し
い
発
展

途
上
聞
の
関
脱
出
に
ど
れ
く
、
り
い
貢
献
し
て
い
る
の
か
を
数
値
化
し
、
そ

の
分
析
紡
巣
を
「
フ
ォ

l
リ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
誌
に
掲
載
し
た
c

貢
献

度
測
定
に
用
い
ら
れ
た
指
標
は
、
援
助
・
貿
易
・
投
資
・
移
民
・
平
和

維
持
・
環
境
の
六
つ
で
あ
る
。
日
本
の
長
献
度
は
士
一
カ
凶
の
中
、
品
哨

ド
位
で
あ
っ
た
っ
六
つ
の
指
標
の
中
で
も
、
巨
額
の
資
余
を
提
供
し
、

災
献
度
が
高
い
は
ず
の
援
助
分
野
に
お
い
て
も
、
日
本
は
二

O
伎
で
あ

っ
た
っ援

助
分
野
に
お
け
る
ス
コ
ア
の
算
出
に
は
、
各
先
進
同
の
二

0
0
一

年
の
政
治
開
発
援
助

5
2三回一
0
2
n一8
3
M
R
2
E
5窓
口

n
p
。
む
と

ん
廿
又

、、z'tF

辺

k
b
 
日
水

'
4
l
 

の
総
額
を

G
D
P
で
割
っ
た
比
率
を

mい
て
い
る
。
た
だ
し
、
次
の
間

つ
の
点
を
考
慮
し
、
ス
コ
ア
を
調
整
し
て
い
る
。
第
‘
に
、
援
助
に
必

要
な
行
政
コ
ス
ト
を
兆
し
引
く
こ
と
で
あ
る
c

第
ゆ
島
に
、
ひ
も
付
き
M
扶

助
の
場
合
に
は
そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て
設
耐
削
減
効
果
が
少
な
い

と
み
な
し
、
コ

O
%減
と
な
る
こ
と
で
あ
る
し
第
ご
一
に
、
贈
与
と
佑
款

を
同
じ
土
俵
で
比
べ
る
た
め
に
、
借
款
の
場
合
に
は
過
去
の
債
務
に
対

す
る
元
本
・
金
利
返
済
を
差
し
引
く
こ
と
で
あ
る

r

第
四
に
、
最
貧
困

や
良
い
統
治
(
グ
ッ
ド
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
)
を
実
践
し
て
い
る
国
へ
の
援

助
に
は
向
い
ウ
エ
イ
ト
を
霞
く
こ
と
で
あ
る
。

日
本
川
内
で
は
、
マ
ル
コ
ス
(
明
白
昼

E
Z
玄白『
2
乙
一
冗
フ
ィ
リ
ピ

ン
大
統
領
の

O
D
A
A宅
氏
横
領
疑
惑
を
契
機
と
し
て
、
す
で
に

A

九
八

0
年
代
中
葉
か
ら
日
本
の

O
D
A
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
。

ま
た
一
九
九

O
年
前
後
に
は
、
日
本
の

O
D
A
に
疑
問
を
呈
す
る
分
析

が
数
多
く
な
さ
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
倒
究
は
、
従
来
あ



筑
波
法
政
第
一
二
十
六
日
万
(
二

O
O
四

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
の

O
D
A
の
詳
細
な
内
務
や
被
援
助

国
に
お
け
る
日
本
の

O
D
A
の
効
果
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
特

に
、
津
悶
と
横
山
の
研
究
は
、
マ
ル
コ
ス
時
代
に

O
D
A
に
関
わ
っ
た

人
物
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
一
次
資
料
な
ど
を
駆
使
し
て
、
マ
ル
コ
ス

元
大
統
領
の

O
D
A資
金
横
領
の
構
図
を
明
ら
か
に
し
た
。

日
本
の

O
D
A
に
関
す
る
分
析
は
、
一
九
八

0
年
代
を
分
析
の
対
象

と
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
一
九
九

0
年
代
の
日
本
政
府
の

O
D
A改

革
や
そ
の
後
の
改
革
の
成
果
を
分
析
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
c

ま
た
、

従
来
の
研
究
は
日
本
も
し
く
は
被
援
助
国
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
焦
点
を

あ
て
て
分
析
し
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
援
助

と
い
う
も
の
は
援
助
国
の
み
の
努
力
で
成
功
す
る
も
の
で
は
な
く
、
援

助
問
と
被
援
助
閣
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

援
助
方
針
の
変
更
や
援
助
政
策
の
問
題
点
な
ど
を
分
析
す
る
際
に
は
、

援
助
問
と
被
援
助
悶
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で

本
稿
は
、
一
九
九

0
年
代
の
日
本
O
D
A改
革
と
被
援
助
国
で
あ
る
フ

ィ
リ
ピ
ン
の

A

九
八

O
年
後
半
の
制
度
改
革
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

O
D
A改
革
以
降
、
ま
だ
問
題
が
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
何
が
問
題
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
に

対
す
る
何
回
の
対
応
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
第
一
章
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
の

O
D
A
改
革
の
背
景

に
つ
い
て
述
べ
る
つ
第
一
一
帯
で
、
閣
内
外
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
日
本

政
府
が
取
り
組
ん
だ

O
D
A改
革
の
内
容
、
そ
し
て
被
援
助
闘
で
あ
る

------
L 

/， 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
制
度
改
革
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上

で
、
第
一
一
一
章
で
、
日
本
の

O
D
A
の
全
般
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
ま

た
個
別
の
事
例
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る

O
D
A
の
問
題
点
に
つ

い
て
分
析
す
る
。

本
稿
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
分
析
対
象
国
と
し
て
選
択
し
た
の
は
、
第
一

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
九
七

0
年
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
マ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
中
間
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
に
次
ぐ
日
本
の

O
D
A
の
重
点
供
与

閣
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
受
け
取
る
援
助
総
額
中
、
五

O
%以
k
を
日
本
の
援
助
が
占
め
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

仲
間

m
一
立
阜

O
D
A
改
革
の
背
景

マ
ル
コ
ス
元
大
統
領
の

O
D
A
不
正
横
領
と
一
九
八
六
年
の
政
変

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
一
九
四
六
年
の
独
史
以
後
、
日
本
政
府
に
対

し
て
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
占
領
土
九
凶
一
一

1
凶
五
年
)
の
賠

償
を
求
め
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
国
交
が
成
立
し
た
一
九
五
六
年

に
日
本
政
府
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
し
て
戦
後
賠
償
を
開
始
し
、
一
一

0

年
間
で
総
額
二

0
0
0
億
円
を
支
払
っ
た
。
日
本
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外

の
ア
ジ
ア
諸
問
に
対
し
て
も
賠
償
金
を
支
払
っ
た
。
例
え
ば
、
日
本
政

府
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
支
払
っ
た
賠
償
額
は
賠
償
と
準
賠
償
を
あ
わ
せ

て
約
二
問
。
。
億
円
、
ビ
ル
マ
に
支
払
っ
た
賠
償
額
は
賠
償
と
準
賠
償

を
あ
わ
せ
て
約
会
一
二

O
O億
円
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
支
払
っ
た
賠
償
額
は



約
一

O
O億
円
で
あ
っ
た
。
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
支
払
っ
た
賠
償
総

額
は
、
他
の
ど
の
国
よ
り
も
多
い
。

日
本
の
戦
後
賠
償
が
終
了
す
る
と
、
戦
後
賠
償
に
代
わ
っ
て
日
本
の

O
D
A
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
マ
ル
コ

ス
は
、
日
本
か
ら
流
れ
込
む
巨
額
の
援
助
資
金
を
、
他
の
諸
問
も
し
く

は
国
際
機
関
か
ら
の
援
助
と
は
別
格
で
扱
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

日
本
以
外
の
援
助
は
、
国
家
経
済
・
開
発
庁

(
Z
邑
S曲

目

制

8
5
s
w

同

E
U空白
-850忌
〉
ロ
円

Foaq・
2
切
り
と
が
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
い

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認
可
は
、
投
資
調
整
委
員
会
(
岡
田
話
回

5
0去
の
中

。官

E
F
g
p
v
g
E
5
0
-
内
向
)
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
援
助
受
け

入
れ
が
確
定
し
た
案
件
は
、
そ
の
後
、
各
担
当
省
庁
に
よ
っ
て
実
行
に

移
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
の

O
D
A
の
場
合
は
、
円
借
款
事
業

調
整
委
員
会
が
特
別
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
委
員
会
の
中
の
円
借
款
事
業

執
行
官
が
実
質
上
、
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
整
を
行
い
、

O
D
A事
業

の
入
札
と
契
約
に
お
い
て
も
決
定
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

な
ぜ
こ
う
し
た
違
い
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
の
一
部
は
、

一
九
九

0
年
代
に
発
表
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
マ
ル
コ
ス
文
書
』
に
示
さ

れ
て
い
る
。
マ
ル
コ
ス
時
代
の
円
借
款
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
マ
ル
コ
ス

の
不
正
蓄
財
の
温
床
と
な
っ
て
い
た
事
実
が
明
る
み
に
出
た
の
で
あ
る
。

横
領
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
内
に
日
本
の

O
D
A
を

受
け
入
れ
る
特
別
な
制
度
、
つ
ま
り
円
借
款
事
業
執
行
官
制
度
が
確
立

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の
O
D
A
政
策
(
渡
辺
)

円
借
款
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
る
リ
ベ
ー
ト
の
受
け
取
り
方
法
は
、
凶

1
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
援
助
案
件
に
対
し
、
円
借
款
事
業
執
行

官
が
事
業
の
入
札
や
契
約
な
ど
の
調
整
を
行
う
。
マ
ル
コ
ス
時
代
、
円

借
款
事
業
執
行
官
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
、
公
共
事
業
・
道
路
省
次
官

を
兼
務
し
て
い
た
オ
ス
カ

1
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
(
。
扇
町
民

mo笠
宮
n
N
)

で

あ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
証
言
に
よ
る
と
、
円
借
款
事
業
執
行
官
は
海
外

経
済
協
力
基
金

(
o
j
J弔
問
国
間

8
出
。
ョ
お
の
き
宮

g
c
g
E
E場
。
開

2
・

現
在
は
国
際
協
力
銀
行
)
と
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
、
事
業
の
誠
獲
を
行

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

O
D
A事
業
を
請
け
負
っ
て
い
た
企
業
は
、
東
陽
通
商
、
日
商
岩
井
、

丸
紅
、
伊
藤
忠
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
が
水
増
し
請
求
を
し
、

そ
の
う
ち
の
五
%
程
度
を
利
益
と
し
て
受
け
取
る
。
残
り
の
資
金
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
代
理
府
で
あ
っ
た
ア
ン
ジ
エ
ン
ト
社
な
ど
を
通
じ
て
、
マ

ル
コ
ス
に
渡
る
。
マ
ル
コ
ス
大
統
領
は
、
円
借
款
事
業
か
ら
確
実
に
資

金
を
受
け
取
る
制
度
を
つ
く
り
あ
げ
、
円
借
款
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
金
の

一
五
%
程
度
の
リ
ベ
ー
ト
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
日
本
の

O
D
A
は
、
皮
肉
に
も
マ
ル
コ
ス
個
人
や
一
族
、

マ
ル
コ
ス
関
係
者
、
高
官
、
日
本
企
業
の
私
腹
を
肥
や
す
た
め
に
使
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
円
借
款
執
行
官
制
度
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
成
立
し
た
背
景
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
特
有
の
権
威
主
義
体
制
に

あ
る
。
権
威
主
義
体
制
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
み
に
成
立
し
て
い
た
シ
ス

テ
ム
で
は
な
い
。
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

ニニ七
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図 1

(出所)横山正樹『フィリピン援助と自力J!:正論一-構造的暴力の克服j

明石害応、 1990年、 100真。築者修正。

ニ
二
八

台
湾
や
韓
関
に
も
成
立
し
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
成
立
し

て
い
た
権
威
主
義
体
制
と
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
成
立
し
て
い
た
権
威
主

義
体
制
は
、
そ
の
特
徴
が
異
な
る
。

世
界
銀
行
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展
の
要
因
を
分
析
す
る
た
め

に
「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
』
を
一
九
九
四
年
に
発
表
し
た
。
こ
の
分
析
の

中
で
世
界
銀
行
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展
の
制
度
的
な
要
因
と
し

て
「
質
の
高
い
官
僚
制
」
を
指
摘
し
て
い
令
民
衆
か
ら
議
離
さ
れ
た

官
僚
が
、
経
済
政
策
を
効
率
的
に
運
営
し
た
こ
と
が
ア
ジ
ア
の
経
済
成

長
の
一
要
因
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
川
中
の
研
究
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
官
僚
制
は
「
統
制
さ
れ
た
官
僚
制
」
で
あ
匂

こ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
官
僚
制
が
大
統
領
や
議
会
に
対
し
て
従
属
的

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
権
威
主

義
体
制
が
成
立
し
て
い
た
時
代
、
効
率
的
な
官
僚
が
存
在
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
マ
ル
コ
ス
時
代
に
は
効
率
的
な
官
僚
が
存
在
せ
ず
、
マ
ル
コ

ス
の
意
向
が
そ
の
ま
ま
政
策
に
反
映
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
マ
ル
コ
ス

が
O
D
A資
金
を
簡
単
に
横
領
で
き
る
円
借
款
執
行
官
制
度
が
確
立
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
八

0
年
代
初
頭
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
は
徐
々
に
傾
き

は
じ
め
た
。
経
済
状
況
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
、
民
衆
の
反
マ
ル
コ
ス
感

情
は
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
反
マ
ル
コ
ス
運
動
が
頂
点
に
達
し
、
一
九
八

六
年
の
二
月
に
、
マ
ル
コ
ス
独
裁
制
は
つ
い
に
崩
壊
し
た
。

一
九
八
六
年
の
二
月
政
変
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
コ
ラ
ソ
ン
・



ア
キ
ノ
〈

2
3
N
S
〉
A
E
5
0
)

を
大
統
領
と
す
る
民
主
政
が
倒
復
し
、

情
報
統
制
も
解
除
さ
れ
た
。
『
マ
ル
コ
ス
文
書
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
マ
ル
コ
ス
の

O
D
A不
正
横
領
の
事
実
も
明
ら
か
と
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
一
九
八

0
年
代
の
民
主
化
は
マ
ル
コ
ス
の

O
D
A
不
正

横
領
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

0
0
A
大
綱
の
成
立
の
背
景

「
マ
ル
コ
ス
文
書
』
の
公
開
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
援
助
を
し
て
い
た

日
本
に
も
波
紋
を
及
ぼ
し
た
。
一
九
七

0
年
代
の
二
度
の
オ
イ
ル
・
シ

ョ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
た
一
九
八

0
年
代
の
日
本
経
済
は
、
双
子
の
赤
字

に
苦
し
む
米
国
経
済
と
は
対
照
的
に
推
移
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本

の
経
済
が
好
調
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
日
米
関
の
経
済
摩
擦
は
激
し
さ

を
増
し
た
。
経
済
が
良
好
な
日
本
に
対
し
、
米
国
は
日
本
の

O
D
A
予

算
の
増
額
を
求
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
か
た
ち
で
、

日
本
の

O
D
A
予
算
は
一
九
八

0
年
代
中
葉
か
ら
徐
々
に
増
加
し
つ
つ

あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
の
影
響
に
よ
る
円
高
は
、

ド
ル
・
ベ
ー
ス
で
換
算
し
た
日
本
の

O
D
A
予
算
を
さ
ら
に
膨
ら
ま
せ

る
要
悶
と
な
っ
た
。
日
本
の

O
D
A
予
算
が
年
々
増
加
す
る
中
で
明
ら

か
と
な
っ
た
マ
ル
コ
ス
の

O
D
A
不
正
横
領
事
件
は
、
日
本
の
援
助
の

目
的
を
問
う
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
八

0
年
代
後
半
か
ら
一
九
九

0
年
代
初
頭
に
お
け
る
一

連
の
図
際
情
勢
の
変
動
は
、
日
本
の

O
D
A改
革
の
追
い
風
と
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の

O
D
A
政
策
(
渡
辺
)

一
九
八

0
年
代
の
後
半
に
は
、
民
主
化
の
波
が
東
欧
そ
し
て
ア
ジ
ア
諸

閲
に
ま
で
及
ん
だ
。
強
力
な
一
党
独
裁
を
維
持
し
て
い
た
旧
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
元
大
統
領
の
下
で
複
数
候
補
制
の
直
接
選
挙

に
よ
る
人
民
代
議
員
大
会
の
創
設
な
ど
政
治
面
で
の
民
主
化
に
着
手
し

た
。
一
九
八
九
年
に
は
米
ソ
対
立
の
象
徴
と
も
い
え
る
ベ
ル
リ
ン
の
壁

が
崩
壊
し
、
冷
戦
構
造
が
崩
壊
し
た
。
ま
た
、
中
間
で
は
天
安
門
事
件
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
民
主
化
運
動
が
高
揚
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
援

助
に
際
し
て
政
治
・
経
済
的
条
件
を
付
与
し
な
い
日
本
の
援
助
に
は
、

新
た
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
声
が
高
ま
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
九

O
年
に
イ
ラ
ク
箪
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
こ
と

で
開
始
さ
れ
た
湾
岸
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
日
本
の
国
際
賞
献
を
問
う

議
論
が
高
ま
っ
た
。
つ
ま
り
間
際
情
勢
の
変
動
も
、
日
本
の

O
D
A
政

策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

第
二
章

日
本
政
府
の
O
D
A
改
革
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
制
度
改
革

O
D
A大
綱
の
成
立

一
九
九
二
年
、
日
本
の
援
助
理
念
を
明
確
に
し
、
効
率
的
な
援
助
を

実
施
す
る
た
め
に
い
わ
ゆ
る

O
D
A大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

O
D

A
大
綱
に
は
以
ド
の
原
則
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一一一一ム九



筑
波
法
政
第
三
十
六
号
(
一
一

O
O
四

政
府
開
発
援
助
の
実
施
に
当
つ
て
は
、
国
際
連
合
憲
章
の
諸
原
則

(
特
に
、
主
権
、
平
等
、
及
び
内
政
不
干
渉
)
及
び
以
下
の
諸
点
を

踏
ま
え
て
、
相
手
国
の
要
請
、
経
済
状
況
、
二
国
間
関
係
等
を
総
合

的
に
判
断
の
よ
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
c

(
1
)
環
境
と
開
発
を
両
立
さ
せ
る
。

(
2
)
軍
事
的
用
途
及
び
国
際
紛
争
助
長
へ
の
使
用
を
閲
避
す
る
。

(
3
)
国
際
平
和
と
安
定
を
維
持
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、
開
発
途

上
国
は
そ
の
国
内
資
源
を
自
国
の
経
済
社
会
開
発
の
た
め
に

適
正
か
つ
優
先
的
に
配
分
す
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

開
発
途
上
国
の
箪
事
支
出
、
大
量
破
壊
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル
の

開
発
・
製
造
・
武
器
の
輸
入
等
の
動
向
に
十
分
注
意
を
払
う
。

(
4
)
開
発
途
上
国
に
お
け
る
民
主
化
の
促
進
、
市
場
指
向
型
経
済

導
入
の
努
力
並
び
に
恭
本
的
人
権
及
び
自
由
の
保
障
状
況
に

十
分
注
意
を
払
、
っ
。

O
D
A
大
綱
の
特
徴
は
、
環
境
、
国
際
紛
争
の
問
避
、
国
際
平
和
、

民
主
化
な
ど
の
基
本
原
則
を
示
し
た
点
に
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
原

則
は
、

I
M
F
の
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ナ
リ
テ
ィ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
原

則
と
し
て
、

I
M
F
は
被
援
助
国
が
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ナ
リ
テ
イ
を
守
ら

な
か
っ
た
場
合
援
助
を
打
ち
切
る
方
針
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
政
府
は
、

被
援
助
国
に
お
い
て
原
則
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
即
刻
援
助

を
打
ち
切
る
の
で
は
な
く
、
原
則
を
支
持
し
つ
つ
も
相
手
国
を
粘
り
強

二一一一

O

く
説
得
す
る
と
い
う
姿
勢
を

O
D
A
大
綱
に
示
し
た
c

対
フ
ィ
リ
ピ
ン
援
助
と
の
関
連
か
ら
い
え
ば
、

O
D
A
大
綱
の
次
の

項
目
に
向
同
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-
適
切
な
案
件
を
採
択
で
き
る
よ
う
に
案
件
発
掘
・
形
成
の
た
め
の

協
力
及
ぴ
調
査
を
充
実
す
る
。
ま
た
、
今
後
の
協
力
に
も
資
す
る

よ
う
第
三
者
に
よ
る
評
価
及
、
ぴ
他
の
国
と
の
合
同
一
評
価
を
含
め
た

評
価
活
動
を
充
実
す
る
。

-
我
が
悶
の
政
府
開
発
援
助
を
巡
っ
て
不
正
や
腐
敗
を
惹
起
し
な
い

よ
う
十
分
配
慮
す
る
。

・
相
手
間
に
対
す
る
外
交
的
配
慮
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
政
府
開
発
援

助
の
実
施
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
閉
会
を
始
め
広
く
国
民
に
明
ら

か
に
す
る
等
、
政
府
開
発
援
助
に
関
す
る
情
報
公
開
を
促
進
す

岬ゐ。

こ
れ
ら
一
一
一
点
は
、
マ
ル
コ
ス
に
よ
る

O
D
A
横
領
の
よ
う
な
事
態
を

二
度
と
招
か
な
い
と
い
う
日
本
政
府
の
窓
思
表
示
で
あ
ろ
う
。
一
各
日

は
、
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
前
・
事
後
評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
の

O
D
A
の
効
率
を
高
め
る
試
み
で
あ
る
。
二
番
目
は
、
不
正
防

止
に
取
り
組
む
日
本
政
府
の
意
思
の
表
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
番
目

は
、
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
援
助
の
透
明
性
を
高
め
、

O
D
A
援

助
へ
の
疑
惑
を
払
拭
す
る
狙
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
側
は
マ



ル
コ
ス
の
不
正
疑
惑
を
経
て
、

O
D
A大
綱
を
作
成
し
、
援
助
の
碁
本

原
則
な
ど
を
明
確
に
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
も
こ
れ
に
対
応
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
改
正
を
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
制
度
改
革

一
九
八

O
年
の
中
葉
に
権
威
主
義
体
制
が
崩
壊
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
独
裁
政
権
と
決
別
す
る
た
め
に
新
憲
法
の
作
成
が
試
み
ら
れ
た
。

ア
キ
ノ
政
権
時
代
に
作
ら
れ
た
一
九
八
七
年
憲
法
は
、
マ
ル
コ
ス
政
権

下
で
大
統
領
に
集
中
し
た
権
限
を
司
法
・
立
法
・
行
政
の
三
権
に
分
立

し
た
。
マ
ル
コ
ス
は
、
従
来
の
一
九
一
一
一
五
年
憲
法
を
改
正
し
、
一
九
七

三
年
憲
法
を
成
立
さ
せ
た
。
そ
の
後
マ
ル
コ
ス
は
、
一
九
七
三
年
憲
法

に
巧
妙
な
修
正
を
加
え
な
が
ら
権
力
の
集
中
化
を
実
現
さ
せ
て
い
っ

{mv 

た
。
マ
ル
コ
ス
独
裁
を
法
的
に
決
定
づ
け
た
の
は
、
一
九
七
六
年
に
追

加
さ
れ
た
修
正
六
条
で
あ
る
。
修
正
六
条
は
、
戒
厳
令
が
敷
か
れ
て
い

る
問
、
大
統
領
に
立
法
権
を
認
め
た
。
ま
た
緊
急
時
も
し
く
は
国
民
議

会
が
適
切
な
行
動
が
と
れ
な
い
場
合
、
大
統
領
は
布
告
や
指
令
を
出
す

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
は
法
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
ア
キ
ノ
時
代
に
制
定
さ
れ
た
一
九
八
七
年
憲
法
は
、
ム
ハ
O

日
を
超
え
な
い
範
闘
で
戒
厳
令
を
布
告
す
る
権
限
を
大
統
領
に
与
え
た

が
、
戒
厳
令
下
に
お
い
て
も
大
統
領
の
立
法
権
を
認
め
て
い
な
い
点
が

《

n}

一
九
七
一
一
一
年
憲
法
と
大
き
く
巽
な
る
。
つ
ま
り
、
ア
キ
ノ
時
代
の
一
九

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の

O
D
A
政
策
(
渡
辺
)

八
七
年
憲
法
の
成
立
に
よ
っ
て
大
統
領
に
集
中
し
て
い
た
権
力
は
、
分

散
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
コ
ス
の
不
正
横
領
疑
惑
は

O
D
A資
金
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ア
キ
ノ
政
権
は
、
マ
ル
コ
ス
時
代
に
不
正
に
蕎

積
さ
れ
た
資
産
を
回
収
す
る
た
め
に
大
統
領
行
政
規
律
委
員
会

(Z?

(泊，

母国

E
-
2
5
5
5
5
0問
。
。
。
色
。
。

g
B
g
g
F
R。
。
)
を
設
立
し
た
o

p
C
G
G
は
、
マ
ル
コ
ス
時
代
の

O
D
A
不
正
疑
惑
に
つ
い
て
も
調
査

を
開
始
し
た
。

P
C
G
Gは
マ
ル
コ
ス
が
着
服
し
た
資
産
を
す
べ
て
差

し
押
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

P
C
G
G
の
調
査
に
よ
っ
て
、

マ
ル
コ
ス
の
不
正
が
明
ら
か
に
な
り
、

O
D
A援
助
資
金
の
水
増
し
方

法
な
ど
が
関
係
者
の
証
言
に
よ
り
判
明
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
よ
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
改
革
は
、
不
正
の
構
図
を
解
明
す
る
だ
け
で
は
終

わ
ら
な
か
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
制
度
改
革
と
し
て
マ
ル
コ
ス

時
代
に
日
本
か
ら
の
援
助
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
円
借
款
事
業
執
行
官

制
度
を
一
九
八
八
年
に
廃
止
し
、
日
本
の
援
助
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と

を
や
め
た
。
日
本
の

O
D
A
に
つ
い
て
は
他
の
諸
国
と
同
様
に
次
の
よ

う
な
手
続
き
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
案

件
発
掘
を
行
、
っ
。

N
E
D
A
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

に
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
。

日
本
政
府

一一一



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
六
円
万
台
一

o
o
m

五回

日
本
政
府
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
調
査
団
を
派
遣
し
、
提
案
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
倒
別
に
事
前
評
価
す
る
c

日
本
政
府
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
金
額
を
決
定
す
る
。

日
本
政
府
か
ら
通
知
が
き
た
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
は
投
資
調
整

委
員
会

(
I
C
C
)
で
審
安
を
行
う
ο

I
C
C
の
認
証
を
得
る
。

N
E
D
A
と
大
統
領
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
的
な
認
可
を
行

、つノコ
海
外
経
済
協
力
法
金
と
合
意
を
成
立
さ
せ
る

3

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
各
実
施
機
関
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行

す
る
。

七 JZ九)¥.さ
ら
に
マ
ル
コ
ス
政
権
問
測
の
非
効
市
学
的
な
援
助
を
改
品
混
同
す
る
た
め
に

次
の
こ
と
を
実
行
し
て
い
る
c

(

一
)
中
央
集
権
的
な
決
定
を
改
善
す

る
た
め
に
、
地
方
自
治
体
も
援
助
を
受
け
る
こ
と
を
同
能
と
し
た
(
似

し
、
円
借
款
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
除
く
)
一
υ

(

一
‘
)
会
計
絞
官
官
院
が
不
正
防

止
の
た
め
の
監
査
を
行
、
っ
。
会
一
一
)
決
め
ら
れ
た
手
続
き
に
従
っ
て
、

N
E
D
A
が
入
札
を
行
、
っ
。
(
問
)
情
報
の
公
開
伎
を
高
め
る
。
(
入
札

を
公
表
す
る
制
度
は
確
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
マ
ル
コ
ス
時
代

よ
り
も
報
道
の
自
由
が
拡
大
し
、
公
開
性
が
高
ま
っ
た
G
)

マ
ル
コ
ス
の
援
助
資
金
横
領
の
事
実
は
、
日
本
政
府
に
と
っ
て
も
フ

ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
と
っ
て
も
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
事
実
が
明
る
み
に
出
た
こ
と
で
、
両
政
府
は
援
助
改
革
に
乗

り
出
す
き
っ
か
け
を
得
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
政
府
は
、
援
助
の

基
本
原
則
を
明
確
に
す
る
た
め
に

O
D
A
大
綱
を
作
成
し
た
。

O
D
A

大
綱
に
は
、
援
助
資
金
の
横
領
を
防
ぐ
た
め
に
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

事
前
・
事
後
調
宏
、
そ
し
て
情
報
の
公
開
原
則
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
側
は
、
マ
ル
コ
ス
時
代
の
援
助
に
ま
つ
わ
る
不
正
の
解
明
、

円
借
款
の
み
に
設
置
さ
れ
て
い
た
円
借
款
事
業
執
行
官
制
度
の
廃
止
、

援
助
受
け
入
れ
手
続
き
の
明
線
化
、
そ
し
て
援
助
の
透
明
性
を
高
め
る

た
め
の
試
み
を
州
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

仲
間

m
三
音
十

日
本
の
援
助
と

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

:
i
ズ

先
進
国
の
援
助
潮
流

一
九
九
二
年
に

O
D
A
大
綱
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
一

O
年

以
上
が
経
過
し
た
G

そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
ま
ず
、
先
進
悶
に
お
け
る

援
助
の
潮
流
を
踏
ま
え
、
日
本
の

O
D
A
と
他
の
諮
問
の
援
助
政
策
を

比
較
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
緩
助
の
特
徴
と
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
ろ

、つつ
発
展
途

t
関
へ
の
経
済
協
力
が
九
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
国
連
が

一
九
六

0
年
代
を
「
開
発
の
一

O
年
」
と
安
一
汗
し
た
頃
で
あ
る
。

ι

九

L

ハ
0
年
代
ま
で
に
は
、
欧
米
諸
国
の
椀
氏
地
下
に
あ
っ
た
多
く
の
諸
問



が
独
立
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
問
題
が
一
つ
残
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ

れ
ら
の
諸
国
の
経
済
が
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
進

国
や
図
際
協
力
機
関
は
、
手
始
め
に
こ
れ
ら
の
国
の
湾
岸
・
道
路
・
電

力
・
上
下
水
道
・
濃
瓶
設
備
な
ど
の
社
会
的
資
本
を
整
備
す
る
た
め
に

援
助
を
開
始
し
た
。
社
会
開
発
の
第
一
期
と
呼
ば
れ
る
一
九
六

0
年
代

か
ら
一
九
七

0
年
代
の
援
助
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
中
心
で
あ
っ
た
。

一
九
八

0
年
代
の
第
二
期
の
援
助
で
は
、
「
人
間
の
基
本
的
ニ

1
ズ

宙
開
百
円
以

z
g
g
z
n
a
p
∞Z
Z
)
」
と
い
う
理
念
が
強
調
さ
れ
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
第
一
期
の
援
助
、
す
な
わ
ち
イ
ン
フ
ラ
整
備
中
心
の
援

助
が
、
発
展
途
上
国
の
貧
富
の
格
差
、
大
都
市
と
地
方
の
格
差
、
環
境

や
生
態
系
の
破
壊
な
ど
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。
表
1
は
、
一
九

五
0
年
代
か
ら
一
九
七

0
年
代
の
ア
ジ
ア
各
国
の
ジ
ニ
係
数
を
示
し
て

い
る
。
ジ
ニ
係
数
は
、
数
値
が
ゼ
ロ
に
近
い
ほ
ど
貧
富
の
格
差
が
小
さ

い
こ
と
を
示
す
。
経
済
成
長
に
と
も
な
い
閣
内
の
貧
富
の
格
差
を
徐
々

に
縮
小
さ
せ
た
の
は
台
湾
の
み
で
、
ぞ
れ
以
外
の
国
は
徐
々
に
で
は
あ

る
が
閣
内
の
貧
富
の
格
差
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
第
一
期

の
援
助
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
第
二
期
は
、
地
域
・
民
族
格
差
の
是

正
・
社
会
的
公
正
・
環
境
保
全
・
家
族
計
蘭
・
女
性
参
加
・
教
育
・
医

療
な
ど
の

B
H
N
に
基
づ
い
た
援
助
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九

O
年
以
降
の
第
三
期
に
は
、
第
二
期
の

B
H
Nを
踏
ま
え
て
、

さ
ら
に
「
裾
野
の
広
い
成
長

8
8邑
1
σ
g
a
m
s耳
忌
こ
と
「
持
続
可

能
な
発
展
(
阻
ま
E
E
Z町
内
庁
〈
己

8
5
2円
)
」
と
い
う
理
念
が
誕
生
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の

O
D
A
政
策
(
渡
辺
)

1960年代から1970年代におけるアジア諸麗のジニ係数表 1

× 

0.6 

X ぷ百..... 
× 

0.5 

-

A

一一
A 

• 
. 炉

0.4 

• • • • 0.3 

-+-台湾

一一一韓国

--..企ータイ

一→←ーマレーシア
~・ーインドネシア
-1・ーフィリピン

0.2 

1978 1976 1974 1972 1970 1968 19郎1964 1962 
0 

1956 

0.1 

一一一一一一一一



筑
波
法
政
第
三
十
六
守
合
一

0
0
四

「
絡
野
の
広
い
成
長
」
と
は
、
経
済
成
長
の
恩
恵
を
あ
る
一
定
の
集
団

が
享
受
す
る
の
で
は
な
く
、
品
般
民
衆
に
も
そ
れ
を
波
及
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
c

そ
の
た
め
に
は
、
民
衆
の
経
済
・
社
会
へ
の
参
加
が
必
妥
と

な
る
〈
ま
た
、
「
持
続
可
能
な
発
展
」
と
は
、
開
発
と
環
境
保
全
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
孫
に
も
発
展
の
可
能
性
を
残
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
c

つ
ま
り
、
第
三
期
の
援
助
は
、
人
間
中
心
の
発

山
田

間
決
戦
略
に
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

4

出

表
2
は
、
い
ず
れ
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
援
助
上
位
国
で
あ
る
。
問
つ
の
協

の
分
野
別
援
助
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
米
閣
の
一
九
七
八
年
の

援
助
総
額
に
占
め
る

B
H
N
の
比
率
は
、
一
一
六
・
九
%
で
あ
っ
た
c

米

国
の
援
助
額
に
'
が
め
る

B
H
N
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
九
O
年
に

い
た
る
ま
で
決
し
て
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
c

し
か

し
e

九
九
五
年
に
は
、
援
助
総
額
の
五
O
%
弱
が

B
H
N
に
あ
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
c

さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
に
は
五
O
%
を
超
え
た
。

ド
イ
ツ
の
一
九
七
八
年
の
援
助
総
額
に
占
め
る

B
H
N
の
比
率
は
、

一
九
・
九
%
で
あ
っ
た
。
一
九
八
O
年
に
は
-
一
六
・
八
%
に
低
下
し
、

一
九
八
五
年
に
は
一
一
一
八
・
一
%
に
増
加
し
た
。
そ
の
後
一
九
九

0
年
代

は
毎
年
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
八
年
に
は
援
助

拙
d

総
額
の
半
分
以
上
が

B
H
N
に
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
援
助
総
額
に
市
め
る

B
H
N
の
比
率
は
、
一
九
七
八
年

か
ら
六
六
・
九
%
と
高
い
。
一
九
八
五
年
に
そ
の
比
率
は
、
四
七
・
一
一
一

%
に
低
下
す
る
。
し
か
し
一
九
九
O
年
そ
し
て
一
九
九
八
年
の
そ
の
比

IJ可

四

本
は
、
と
も
に
五
O
%
を
上
闘
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
先
進
諸
国
に
つ
い
て
も
み
て
み
る
。
一
九
七
八
年
の
イ
ギ

リ
ス
の
援
助
総
額
に
占
め
る

B
H
N
の
比
本
は
、
-
一
O
%
で
あ
っ
た
つ

し
か
し
、

J

九
九
八
年
に
は
四
一
・
六
%
に
上
昇
し
て
い
る
。
一
九
七

八
年
の
カ
ナ
ダ
は
二
八
・
問
%
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
八
年
に
は

双
山

間
一
・
冗
%
に
増
加
し
た
り

‘
方
、
一
九
八
八
年
の
け
日
本
の
総
援
助
額
に
占
め
る

B
H
N
の
比
ネ

は、
a

一
O
%
代
で
あ
っ
た
。
日
本
の
そ
の
比
率
は
、
そ
の
後
、
徐
キ
に

捕
え
て
い
る
も
の
の
、
一
九
九
九
年
に
お
い
て
も
二
O
%
代
で
あ
り
、

低
い
比
本
で
あ
る
。

で
は
実
際
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
金
額
が

B
H
N
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の

か
。
日
本
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
援
助
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
九

三
億
五
八
O
O
万
ド
ル
、
六
一
億
六
八
O
O
万
ド
ル
、
六
一
二
億
問
八
O

O
万
ド
ル
、
五
九
億
一
一
一
一

0
0万
ド
ル
で
あ
る
。
表
2
を
参
考
に
し
て

各
閣
の

B
H
N
の
お
よ
そ
の
金
額
を
計
算
す
る
と
日
本
(
・

A

八
億
八
七

四
O
万
ド
ル
)
、
米
国
(
三
一
一
一
億
四
八

0
0万
ド
ル
ス
フ
ラ
ン
ス
(
…
二

一
億
五

0
0
0万
ド
ル
ゴ
ド
イ
ツ
(
一
一
三
億
六
一
一
一
O
O
万
ド
ル
)
で

(
忠
一

あ
る
。
日
本
は
援
助
総
額
で
は

J

位
を
占
め
る
が
、

n
D
H
N
に
対
す
る

援
助
額
に
か
ぎ
れ
ば
下
位
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
の

B
H
N
の
援
助
比
本
が
他
国
と
比
べ
て
低
い
の
は
、
経
済
イ

ン
フ
ラ
に
多
く
の
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
c

欧
米
諸
国
と

異
な
る
援
助
形
態
を
日
本
政
府
が
追
求
す
る
の
は
、
日
本
の
第
二
次
世



BHN比率(%)表2

(%) 

1978年 1998年

米 国 26.9 53.6 

ドイツ 29.9 56.8 

フランス 66.9 50.8 

日 本 25.9*' 30.2叫

1988年.の割合

1999年の割合

※ 1 

※2 

(出所)外務省経済協力局編『我が国の政府開発援助 上巻 1988j

国際協力推進協会、 1988年、 68賞、 75頁、 73賞、 145賞。

外務省経済協力局編『我が国の政府開発援助 上巻 2000J

間際協力推進協会、 2001年、 236真、 243頁、 241賞、 167真。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の

O
D
A政
策
(
渡
辺
)

界
大
戦
後
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
だ
日
本
経
済
が
混
乱
し
て
い

る
中
、
日
本
政
府
は
世
界
銀
行
な
ど
か
ら
資
金
を
借
り
て
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
行
っ
た
。
巨
額
の
借
り
入
れ
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
の
が
、
東

名
・
名
神
高
速
道
路
、
東
海
道
新
幹
線
、
黒
四
ダ
ム
な
ど
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
当
時
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
、
そ
の
後
の
日
本
の
経
済
成
長
の

礎
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
政
府
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
基
礎
と
す

る
経
済
成
長
を
発
展
途
上
国
に
も
応
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

戸田
w

る。
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
日
本
の

O
D
A
に
も
よ
う

や
く
変
化
が
み
え
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
一
九
九
二
年
の

O
D
A大
綱
に

次
の
一
文
が
感
り
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
「
飢
餓
・
貧

困
に
よ
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
々
や
難
民
等
を
対
象
と
す
る
基
礎
生

活
分
野
(
切
窓
口
出
Z
5
8
2
8仏
間
)
を
中
心
と
し
た
支
援
及
び
緊
急
援

{

M

m
同

}

助
を
実
施
す
る
」
。
こ
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
一
九
九

O
年
か
ら
一
九

九
五
年
の

B
H
N
へ
の
援
助
比
率
は
増
大
し
て
い
る
。
し
か
し
先
述
の

よ
う
に
、
日
本
の

B
H
N援
助
は
、
他
の
先
進
国
と
比
較
す
る
と
比
率

が
低
い
。

二
O
O一
二
年
の
新
O
D
A大
綱
で
は
、

B
H
Nと
い
う
用
語
こ
そ
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
一
九
九
二
年
の
旧

O
D
A大
綱
と
比
較
す

る
と
、
日
本
政
府
の
人
間
中
心
の
援
助
へ
の
姿
勢
が
明
ら
か
で
あ
る
。

新
大
綱
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
三
五
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一
一

O
O
悶

我
が
悶
の

O
D
A
が
も
た
ら
す
利
益
を
よ
り
幅
広
い
人
々
が
享
受

で
き
る
よ
う
、
ジ
エ
ン
ダ
!
の
視
点
、
社
会
的
弱
者
の
状
況
、
開
発

浴
上
国
内
に
お
け
る
鈴
需
の
格
諜
及
び
地
域
格
差
を
考
慮
す
る
と
と

も
に
、

O
D
A
の
実
施
が
開
発
途
上
国
の
環
境
や
社
会
副
に
与
え
る

影
響
等
に
十
分
注
意
を
払
い
、
公
平
性
の
臨
時
保
を
関
与
一

(
中
略
)
そ
の
た
め
、
教
育
や
保
健
医
療
・
福
祉
、
水
と
衛
生
、

農
業
等
の
分
野
に
お
け
る
協
力
を
重
視
し
、
開
発
途
上
閣
の
人
間
開

発
、
社
会
開
発
を
支
援
す
る
。
削
時
に
、
投
開
削
減
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
開
発
途
上
国
の
経
済
が
持
続
的
に
成
長
し
、
一
…
阪
府
が
地
加

す
る
と
と
も
に
生
活
の
質
も
改
議
附
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
協
力
も
重
視
す
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
小
心
に
行
っ
て
き
た
日
本
政
府
が
今
後
ど
の
よ
、
つ

な
形
で
人
間
中
心
の
開
発
に
力
を
い
れ
る
の
か
は
、
も
う
し
ば
ら
く
注

悦
す
る
必
要
が
あ
る
。
発
践
を
開
発
の
恩
恵
の
洋
平
等
な
分
配
と
し
て
と

ら
え
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
国
家
中
心
の
日
本
政
府
援
助
の
効
果
は
、

限
定
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
、
ざ
る
を
え
な
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
強
制
立
退
き
の
事
例

従
来
の
日
本
の
援
助
は
、
被
援
助
国
の
マ
ク
ロ
経
済
の
成
長
に
武
献

し
よ
う
と
し
た
側
附
が
強
い
、
し
か
し
、

G
D
P
成
長
率
な
ど
の
数
量

一一一一一ムハ

の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
国
民
の
械
利
と
い
う
視
点
か
ら
日
本
の
援
助
を

と
ら
え
直
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
展
途
上
問
で
起
き
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
例
外
で
は
な
く
、
日
本
の

O
D
A事
業
に
関
連
し
て
、

次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
北
却
を
流
れ
る
ア
グ
ノ
川
に
サ
ン

ロ
ケ
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
サ
ン
ロ
ケ
ダ
ム
は
発
電
、
描
総
統
、

洪
水
対
策
な
ど
が
目
的
で
あ
る
c
ダ
ム
の
堤
防
の
高
さ
は
、
二

0
0
メ
ー

ト
ル
。
発
電
谷
川
悦
は
三
四
五
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
ア
ジ
ア
最
大
級
の
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ダ
ム
建
設
当
初
の
一
九
九
七
年
は
、
ア
ジ

ア
経
済
危
機
の
影
響
で
資
金
が
凍
結
し
、
工
事
が
な
か
な
か
進
ま
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
国
際
協
力
銀
行
は
、
一
九
九
八
年
に
サ
ン
ロ
ケ
ダ
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
電
部
門
に
約
三
億
ド
ル
を
融
資
し
、
一
九
九
九
年

に
、
非
発
電
部
門
(
ダ
ム
建
設
)
に
四
億
ド
ル
の
追
加
融
資
を
決
定
し

た
G

-

一
O
O
一
年
に
は
、
円
借
款
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ア
グ
ノ
川

の
様
淑
・
リ
山
川
水
事
業
が
決
定
さ
れ
た
心

し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

T
I
M
M
A
W
A
(
ア
グ
ノ
川
の
自

由
な
流
れ
を
取
り
戻
す
農
民
運
動
)
を
中
心
と
し
た
住
民
組
織
が
ダ
ム

建
設
に
反
対
し
、
日
本
政
府
に
対
し
て
ア
グ
ノ
川
の
様
淑
プ
ロ
ジ
ェ
ク

山知

ト
の
中
止
を
要
請
し
て
い
る
。
事
前
の
説
明
で
住
民
た
ち
は
、
ダ
ム
建

設
に
と
も
な
う
移
転
対
象
戸
数
が
一
三
一
七
戸
だ
と
い
う
説
明
を
受
け
た
コ

し
か
し
実
際
の
移
転
対
象
一
戸
数
は
じ
八
二
戸
に
の
ぼ
っ
た
c

ま
た
、
移

転
に
と
も
な
う
補
償
は
不
十
分
で
、
住
民
た
ち
は
生
活
を
維
持
す
る
こ



と
が
で
き
な
い
と
、
主
張
し
て
い
る
。

ダ
ム
建
設
な
ど
に
よ
る
強
制
立
ち
退
き
は
、
サ
ン
ロ
ケ
ダ
ム
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
烏
の
南
部
に
位
援
す
る
ジ
エ
ネ
ラ
ル
・

サ
ン
ト
ス
市
で
は
、
日
本
の

O
D
A
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
漁
港

の
た
め
に
、
建
設
予
定
地
周
辺
の
住
民
」
二
股
帯
が
一
九
九
四
年
に
何

の
補
償
も
受
け
な
い
ま
ま
強
制
約
に
立
ち
退
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
は
、
日
本
の

O
D
A
を
主
婆
な
資
金
源
と
し
て
、
マ
ニ
ラ

近
郊
に
あ
る
パ
タ
ン
ガ
ス
港
の
拡
張
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。
拡

張
予
定
地
周
辺
の
一
五

O
O世
帯
に
対
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
新
た

な
移
転
先
を
準
備
し
た
。
だ
が
、
移
転
先
で
の
生
活
環
境
が
十
分
に
整

備
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
立
ち
退
き
を
初
否
し
た
c

し
か
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
は
一
九
九
問
年
、
一

0
0
0家
屋
の
取
り
壊
し
を
強
行
し

た
。
立
ち
退
か
な
か
っ
た
住
民
が
取
り
壊
し
中
も
抵
抗
し
た
た
め
、
政

府
は
警
察
隊
を
出
動
さ
せ
た
。
警
察
隊
の
発
砲
で
、
流
胤
の
惨
事
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
て
、
日
本
政
府
は
パ
タ
ン

ガ
ス
洛
の
開
発
工
事
を
凍
結
し
た
。

日
本
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
問
題
点

援
助
を
通
じ
て
相
手
国
の
発
展
に
貢
献
す
る
は
ず
の
政
府
開
発
援
助

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
惨
事
が
引
き
起
こ
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
サ
ン
ロ
ケ
ダ
ム
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ン
ト
ス

市
、
パ
タ
ン
ガ
ス
港
の

O
D
A事
業
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
第
一

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の

O
D
A
政
策
(
渡
辺

に
ど
の
事
例
を
み
て
も
立
ち
退
き
人
数
の
予
測
と
実
際
に
玄
ち
退
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
数
に
誤
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
移
転
先
の

補
償
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
強
制
立
ち
退
き
の
件
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
行
政
の
問

題
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
強
制
な
ち
退
き
の

事
例
を
検
証
し
て
み
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
問
題
が
な
か
っ
た
と

は
い
え
な
い
。
そ
の
問
題
点
と
は
、
政
府
が
住
民
に
十
分
な
説
明
を
行

わ
な
か
っ
た
点
、
不
正
に
立
ち
退
き
に
必
要
な
議
類
を
作
成
し
た
点
、

武
力
を
用
い
て
退
去
を
強
要
し
た
点
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
段

は
、
と
て
も
民
主
的
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
援
助
が
実
際
に
行
わ
れ
る
過
程
を
再
度
確
認
し
て
み
る
と
、

こ
の
よ
う
な
立
ち
退
き
問
題
は
、
単
に
被
援
助
国
の
行
政
問
題
と
し
て

議
論
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
被

援
助
国
の
提
案
で
ま
ず
始
ま
る
。
被
援
助
国
の
要
請
に
し
た
が
っ
て
、

そ
の
案
件
の
事
前
調
資
が
日
本
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
一
九
九

a

一

年
の

O
D
A
大
綱
に
も
事
前
調
査
に
関
し
て
は
、
「
適
切
な
案
件
を
採

択
で
き
る
よ
う
案
件
発
掘
・
形
成
の
た
め
の
協
力
及
び
調
査
を
実
施
す

一
切
凋

v

る
」
。
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
実
際
に
、
前
記
の
二
一
つ
の
事
例
の
場
合
も

事
前
調
査
が
行
わ
れ
た
ご
し
か
し
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
調

査
は
、
現
地
の
状
況
を
す
べ
て
正
篠
に
捉
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
、
流
血
の
惨
事
と
な
っ
た
パ
タ
ン
ガ
ス
港
の
拡
張
工
事
に
際
し
て

は
、
日
本
政
府
が
行
う
正
式
な
事
前
調
査
と
は
別
に
、
現
地
住
民
や
非

七



筑
波
法
政
第
三
十
六
号
(
二

0
0
凶

政
府
組
織

(
Z
S
l
m
G
5
5
5
8
E
Cお
S
E
E
P
Z
C
O
)
が
拡
張
工
事

に
と
も
な
う
彼
等
予
測
を
調
恋
し
、
そ
の
結
来
を
日
本
政
府
に
通
告
し

た
σ

ぞ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
が
行
っ
た
事
前
調
査
に
は
、

工
事
に
際
し
て
現
地
住
民
が
「
本
質
的
な
際
審
」
に
な
る
と
報
告
さ
れ

た
だ
け
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
被
答
者
数
な
と
に
つ
い
て
は
一
切
被
告

出
J

さ
れ
な
か
っ
た
。

日
本
政
府
の
援
助
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
諸
問

な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
る
コ
広
範
な
地
域
で
行
わ
れ
る
日
本
の

O
D
A

に
対
し
て
は
、
殴
界
各
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
が
寄
せ
ら
れ
る
c

こ

う
し
た
膨
大
な
要
請
に
対
し
、
限
ら
れ
た
人
数
で
事
前
調
査
を
行
う
こ

と
に
は
、
限
界
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ま
日
本
政
府
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
現
地
の
住
民
団
体
や

N
G
O
と
連
帯
し
て
、
現
実
に

そ
っ
た
事
前
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る

こ
}
こ
で
み
あ
る
。

新

O
D
A大
綱
で
は
、
「
援
助
政
策
の
決
定
過
程
・
実
施
に
関
す
る

項
目
」
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。
「
現
地
を
中
心
と
し
て
、

開
発
途
上
国
の
開
発
政
策
や
援
助
需
要
を
総
合
的
か
つ
的
確
に
把
握
す

る
よ
う
に
努
め
る
c

そ
の
際
、
現
地
関
係
者
を
通
じ
て
、
現
地
の
経
済

{
将

社
会
状
況
等
を
十
分
に
把
握
す
る
」
じ
つ
ま
り
、
二

O
O
一
二
年
の
改
定

で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
起
っ
た
惨
事
を
教
訓
と
し

て
、
政
策
決
定
過
殺
に
現
地
の
関
係
者
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

)¥.. 

し
か
し
、
今
闘
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

第
」
に
現
地
関
係
者
と
は
よ
り
具
体
的
に
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
。
第

二
に
現
地
政
府
と
援
助
政
策
の
決
定
過
程
に
参
加
し
た
現
地
関
係
者
の

見
解
が
異
な
っ
た
場
合
、
日
本
政
府
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。
現

地
関
係
者
の
援
助
政
策
決
定
過
程
の
参
加
は
、
民
主
的
で
関
か
れ
た
援

助
実
行
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
災
践
に
つ
い
て
は
な

お
今
後
の
課
題
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
形
成

大
型
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
も
な
う
強
制
立
ち
退
き
を
回
避

す
る
た
め
に
は
、
現
地
の
状
況
を
正
確
に
事
前
調
査
す
る
だ
け
で
は
十

分
で
は
な
い
。
援
助
国
側
自
身
が
明
確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
住
民
に
対
し
て
は
十
分
な
補
償
を
行
う
必
姿
が

あ
る
c

役
界
銀
行
は
一
九
人

O
年
以
降
、
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
も
な

う
強
制
立
ち
退
き
の
事
例
を
調
査
し
、
一
九
九

O
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
形
成
し
た
。

(
一
)
俊
銀
と
借
款
問
の
両
者
は
、
非
自
発
的
移
住
は
可
能
な
か
ぎ

り
間
避
、
あ
る
い
は
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
。

(
二
)
少
な
く
と
も
以
前
の
生
活
基
準
と
所
得
獲
得
能
力
を
回
復
し
、

可
能
な
ら
ば
そ
れ
を
上
聞
る
よ
う
移
住
者
を
支
援
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。
移
住
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
も
た
ら



さ
れ
る
思
恵
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。

(
三
)
移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
が
同
時
に
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

も
あ
る
よ
う
認
識
さ
れ
立
案
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

(
閥
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
準
備
の
初
期
の
段
階
か
ら
、
移
住
に
よ
る
潜

在
的
影
響
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
。

(
五
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
人
々
の
参
加
と
意

見
の
聴
取
を
行
い
、
そ
れ
を
通
じ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認

が
行
わ
れ
る
以
前
に
移
住
と
経
済
回
復
に
関
す
る
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
。

(
ム
ハ
)
移
転
補
償
の
原
則
と
し
て
、
少
な
く
と
も
失
う
土
地
と
同
等

の
代
替
地
を
与
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
土
地
に
は
土
地
を
」
方

式
を
奨
励
す
る
こ
と
。

(
七
)
先
住
民
、
少
数
民
族
、
遊
牧
民
、
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

建
設
の
た
め
に
収
用
さ
れ
る
土
地
や
資
源
に
対
し
て
慣
習
的

な
権
利
を
有
す
る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
十
分
な
土
地
と
イ
ン

フ
ラ
、
そ
の
他
の
補
償
、
権
利
の
阻
復
を
拒
否
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

ま
た
、
経
済
協
力
開
発
機
構
宮
崎
明
浩
一
富
山
。
=
沙
門
間

8
5
S
W
C
γ

。
官
『
目
立
。
口
同
E
0
2
0
r
v喝
容

g
F
。
開
。
弘
、
も
、
一
九
九
一
年
に
同
様
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
強
制
立
ち
退
き
に
と
も
な
う
責
任
を
負
う

こ
と
を
宣
言
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
影
響
を
受

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の

O
D
A
政
策
(
渡
辺
)

け
る
人
々
の
権
利
を
補
償
す
る
計
画
が
な
い
限
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

A

日制
V

援
し
な
い
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
σ

日
本
政
府
は
従
来
、
強
制
立
ち
退
き
な
ど
の
問
題
は
、
被
援
助
国
側

の
問
題
だ
と
し
て
関
与
を
避
け
て
き
た
。
世
界
銀
行
や
O
E
C
D
が
移

住
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
た
一
九
九

0
年
代
に
お
い
て
も
、

日
本
は
ま
だ
立
ち
退
き
問
題
な
ど
に
は
立
ち
入
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
を

保
っ
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
三
つ
の
惨
事
は
、
一
九
九

0
年

代
の
日
本
の
不
干
渉
主
義
が
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
だ
が
強
制
的
な
立
ち
退
き
を
と
も
な
う
援
助
は
、
国
家
主

体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
て
、
図
民
の
福
利
を
軽
視
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
側
面
を
考
慮
す
る
と
、
日
本
の
援
助
の
効
果
は
被

援
助
国
の
関
民
に
は
限
定
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
、
発
展
途
上
国
の
悲
惨
な
状
況
が
明
る
み
に
出
る
と
、
日
本

政
府
も
こ
の
問
題
を
放
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
閤
際
協
力

銀
行
は
二

O
O
二
年
に
『
環
境
社
会
配
慮
確
認
の
た
め
の
国
際
協
力
銀

A

叫
}

行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
作
成
し
、
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
と
も
な
う

強
制
立
ち
退
き
に
つ
い
て
規
定
し
た
。
国
際
協
力
銀
行
が
作
成
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
世
界
銀
行
及
び
O
E
C
D
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ほ
ぼ

踏
襲
し
て
い
る
。

今
後
、
日
本
の
援
助
効
果
が
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
間
際

協
力
銀
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
非
自
発
的
住
民
移
転
及
び
生
産
手
段

の
喪
失
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
検
討
し
て
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

二
三
九



筑
波
法
政
第
三
十
六
号
士
一

0
0
悶

し
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
止
や
支
援
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
従

米
の
日
本
の
援
助
に
よ
っ
て
、
犠
牲
と
な
っ
た
同
氏
の
補
償
に
つ
い
て

は
何
も
脅
か
れ
て
い
な
い
。
複
雑
な
問
題
が
絡
む
移
転
問
題
に
対
し
、

今
後
こ
れ
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理
念
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
る
か
が
真
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

会士
i(i日

論

本
稿
の
目
的
は
、
(
一
)
マ
ル
コ
ス
の
援
助
資
金
横
領
の
事
実
が
明

る
み
に
な
っ
た
後
の

A

九
九

0
年
代
の
日
本
及
び

A

九
八

0
年
代
後
半

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
改
革
を
分
析
す
る
こ
と
、
〈
二
)
一
九
九

0
年
代
の

日
本
の
対
フ
ィ
リ
ピ
ン

O
D
A
の
問
題
点
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
っ

ま
ず
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

O
D
A
改
革
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日

本
は

a

九
九
一
一
年
に

O
D
A大
畑
酬
を
発
表
し
、
日
本
の
援
助
原
則
を
明

確
に
し
た
。

O
D
A
大
綱
で
は
、
環
境
と
開
発
の
配
慮
、
軍
事
的
使
用

の
回
避
、
発
展
途
上
問
の
軍
事
支
出
の
注
視
、
民
主
化
な
ど
の
四
つ
の

原
則
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
援
助
の
効
巣
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
事

前
・
事
後
調
査
、
情
報
の
公
開
を
促
進
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。

一
方
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
マ
ル
コ
ス
時
代
の
円
借
款
事
業
執
行
官

制
度
を
廃
止
し
、
日
本
の
援
助
も
他
の
先
進
国
か
ら
の
援
助
と
同
様
に

扱
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
側
も
効
率
的
な
援
助
プ

内
一
問
。

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
に
、
事
前
調
査
な
ど
援
助
プ
ロ
セ
ス
を
問
問

機
に
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
白
山
を
認
め
、
援
助
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
透
明
化
を
高
め
た
。
こ
れ
ら
両
閣
の
改
車
は
一
定
の
成
果
を
収

め
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
c

次
に
日
本
の
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
援
助
政
策
の
問
題
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

先
進
国
が
発
展
途
上
同
に
援
助
を
開
始
し
て
か
ら
一
九
七

0
年
代
ま
で
、

援
助
は
主
に
イ
ン
フ
ラ
族
備
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
援
助
が
イ
ン
フ
ラ

繋
備
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
は
、
独
反
し
た
ば
か
り
の
発
展
途
上
国
の

経
済
的
な
基
盤
が
脆
弱
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
怒
備
が
あ

る
制
限
度
進
ん
だ
段
階
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
発
展
途
上
国
の
貧
問
問

題
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
発
展
途
上
国
の
マ
ク
ロ
経
済
の
成
長
の
た
め

に
整
え
ら
れ
た
経
済
基
按
は
、
発
展
途
上
閣
の
貧
関
倒
閣
を
豊
か
に
す
る

ど
こ
ろ
か
、
逆
に
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
つ
こ

の
よ
う
な
現
実
に
阪
商
し
た
先
進
国
は
、
イ
ン
フ
ラ
務
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
の
分
野
へ
の
援
助
か
ら
人
間
中
心
の
ソ
フ
ト
な
分
野
へ
の
援
助
へ
切

り
替
え
た
。
つ
ま
り
、

B
H
N
へ
の
援
助
は
、
援
助
の
思
惑
を
一
部
の

階
層
に
限
ら
れ
た
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
範
な
人
々
へ
享

受
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

各
国
が

B
H
N
へ
の
援
助
を
増
加
さ
せ
る
中
、
日
本
も
援
助
の
原
則

と
し
て
そ
れ
を
葉
視
す
る
立
場
を
と
っ
た
。
し
か
し
実
際
、

J

九
九

0

年
代
の
臼
本
の
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
援
助
を
み
て
も
、
や
は
り

B
H
N
よ
り

も
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方
が
高
い
比
率
で
あ
っ
た
が
日
本
の
援
助
の
効
果



が
限
定
的
で
あ
る
の
は
、

B
H
N
へ
の
援
助
が
乏
し
い
た
め
で
あ
る
と

い
え
る
。
日
本
の
援
助
の
思
惑
を
よ
り
広
範
な
層
へ
広
げ
、
援
助
の
効

率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
従
来
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
援
助
比
率
を
改
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
、
大
型
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
と
も
な
う
住
民
補
償
の
問

題
で
あ
る
。
住
民
の
移
住
が
、
住
民
が
納
得
し
た
上
で
行
わ
れ
る
の
な

ら
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
は
十
分
な
調
査
が

行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
そ
し
て
十
分
な
補
償
が
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
実
行

さ
れ
て
き
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
サ
ン
ロ
ケ
ダ
ム
と
ア
グ
ノ
川
の
濃
瓶

事
業
、
マ
ニ
ラ
首
都
閣
の
近
隣
に
位
置
す
る
パ
タ
ン
ガ
ス
港
の
拡
張
工

事
の
事
例
が
あ
る
。
十
分
な
事
前
調
査
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

同
事
例
に
お
い
て
、
移
転
住
民
の
数
に
誤
差
が
生
じ
た
。
ま
た
、
移
転

に
と
も
な
う
補
償
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
住
民
は
生
活

基
盤
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
ち
ら
の
事
例
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
単
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
な
い
。
ア
グ
ノ
川
の
場

合
は
電
力
整
備
を
行
っ
て
、
外
閣
の
企
業
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
招
致
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
パ
タ
ン
ガ
ス
の
場
合
も
国
際
船
が
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
停
留
す
る
た
め
の
工
事
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
事
例
に
お

い
て
も
こ
の
イ
ン
フ
ラ
工
事
は
現
地
住
民
の
た
め
の
も
の
マ
は
な
く
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
鴎
家
の
み
な
ら
ず
援
助
閣
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
を
み
る
と
、
や
は
り
日
本

の
援
助
は
、
国
民
の
た
め
の
援
助
と
い
う
よ
り
も
、
国
家
の
た
め
の
援

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
日
本
の

O
D
A
政
策
(
渡
辺
)

助
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
、
玉
体
の
援
助
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
真
の
発
展
に
効
果
的
に
作
用
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
政
府
は
、
ニ

O
O
ニ
年
か
ら
二

O
O
一
一
一
年
に
か
け
て
援
助
方
針

の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
二

O
O
一
二
年
に
は

O
D
A大
綱
が
一

O
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
。
こ
の
改
定
の
中
で
、
日
本
政
府
は
人
間
中

心
の
援
助
の
方
針
を
さ
ら
に
強
調
し
、
ま
た
援
助
政
策
決
定
過
程
に
お

け
る
現
地
関
係
者
の
参
加
を
認
め
た
。
ま
た
二

O
O
二
年
に
凶
際
協
力

銀
行
が
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
移
転
に
と
も
な
う
補
償
が
約

束
さ
れ
た
。
ど
れ
も
最
近
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
A
A

込
俊
こ
れ
ら
の

方
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
日
本
の
援
助
の
効
率
性
を
あ
げ
る
た
め
に
ど

の
程
度
実
践
さ
れ
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
日
本
政
府
の
方
針
が
明
確

に
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
念
が
生
か
さ
れ
、
日
本
の
援

助
が
今
後
、
発
展
途
上
国
の
悶
民
の
た
め
の
援
助
と
し
て
効
泉
を
発
機

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

{
1
}
内
0
2件
。
内
町
。
『
の
S
F
&
O
m
w〈

oz-Mads問
符
明
。
耳
石
コ
可
。
一
一
ロ
〕
『
・
，

dgsrz明円町
0
2
n
F
3

可
。
高
崎
両
ミ
可
。
E
Q
-
玄
mqゐ
ロ
ロ

O
M
-
-
P
回
以
唱
凶

aiAW品・

(
2
)

援
助
分
野
に
お
け
る
順
位
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
指
弧
内
の
数
字
は
、
世

界
開
発
セ
ン
タ
ー
の
分
析
手
法
に
よ
り
、
各
閣
が
獲
得
し
た
点
数
で
あ
る
。
デ

ン
マ
ー
ク
{
九
・

O
)
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
(
七
・

0
)
、
オ
ラ
ン
ダ
(
六
・
九
)
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
(
六
・
六
}
、
ベ
ル
ギ
ー
(
一
一
了
五
)
、
ス
イ
ス
{
一
二
・
一
三
、
フ

二
四



筑
波
法
政
策
一
一
一
十
六
号
(
二

oom)

ラ
ン
ス

1
.
・
一
)
、
イ
ギ
リ
ス
(
コ

7
0
)
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
(
一
一

7
0
)
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
(
一
了
八
}
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
(
一
・
六
)
、
ス
ペ
イ
ン
(
二
・

mm
コ
ド
イ
ツ
(
二
・
二
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
F

一
中
・
一
二
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

(
一
・
七
六
カ
ナ
ダ
コ
・
七
)
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
(
一
・
じ
て
ギ
リ
シ

ャ
コ
・
五
)
、
イ
タ
リ
ア
三
・
閲
)
、
日
本
(
一
・
て
)
、
米
関

(
0
・
八
)
。

総
合
総
佼
と
援
助
分
野
以
外
の
順
伶
に
つ
い
て
は
、
}
ず
E'
可廿
a

岱
M
}

合

(
3
)
S
R
-
唱

M
F

(
4
)

下
村
泰
民
・
中
川
法
一
一
川
・
衛
藤
涼
〔
O
D
A大
棚
酬
の
政
治
終
済
学
1
1
6
透

用
と
援
助
理
念
』
有
笠
間
、
一
九
九
九
年
、
六
一
頁
。

(5)

日
本
の

O
D
A
に
疑
問
を
笠
す
る
研
究
と
し
て
は
、
掛
仲
間
守
・
横
山
正
樹
「
間
同

発
媛
助
の
実
像

ii;
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
兄
た
賠
償
と

O
D
A』
亜
紀
脅
威
、

九
九
九
年
や
横
山
正
樹
吋
フ
ィ
ワ
ピ
ン
援
助
と
自
力
更
正
論
1
1
1
叫
刑
法
的

暴
力
の
克
服
い
明
石
詩
的
、
一
九
九
凶
年
な
ど
が
あ
る
ー

(
6
)

津
悶
・
横
山
、
前
掲
番
、
五
良
心

(
7
)
N
E
D
Aは
、
絞
済
問
開
発
や
諸
外
関
政
府
か
ら
の
後
助
受
け
入
れ
実
施
を
拐

当
す
る
行
政
機
関
と
し
て
、
一
九
七

A

A

年
の
戒
厳
令
市
一
後
に
投
獄
さ
れ
た
。
問

委
、
一
(
〉
三
日
比
コ

(8}

投
資
調
猿
委
員
会
は
、

N
E
D
A
、
財
務
省
、
予
算
・
行
政
管
制
組
省
、
貿
易
・

産
業
中
目
、
農
業
省
お
よ
び
大
統
領
府
で
機
成
さ
れ
て
い
る
ャ
同
議
、
二
の
六
賞
。

(
9
)
O
E
C
Fは
、
…
九
六
一
年
に
建
設
さ
れ
た
政
府
全
額
出
資
の
特
殊
法
人
で

あ
る
む
財
政
投
融
資
で
、
途
上
印
刷
に
対
す
る
円
借
款
事
業
を
お
当
し
て
い
る
o

O
E
C
Fは
日
本
輸
出
入
銀
行
と
と
も
に
、
特
殊
法
人
改
革
の
一
環
と
し
て
、

一
九
九
九
年
に
間
際
協
力
銀
行
に
統
合
さ
れ
た
c

小
島
延
夫
・
諏
訪
勝
、
で
』

れ
で
い
い
の
か
、

O
D
A
-
-
N
G
Oが
み
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
援
助
〕
二
一
一
番
一
房
、

九
九
六
年
、
一
一
七
-
一
八
氏

ρ

下
村
・
中
川
・
務
総
、
前
掲
品
昔
、

A

A

七
i
z
二

川↓

，、、
J

ョ、。
y
E
 

(
川
〆
横
山
、
前
掲
替
、
一

oo--一
O
コ
真
行

(
日
)
ゆ
仲
間
・
検
山
、
前
掲
議
、
一
一
二
九
一
良
。

{
臼
)
同
務
、
.
今
一
一
一
員
。

ら
)
世
界
銀
行
『
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
!
|
'
経
済
成
長
と
政
府
の
役
割
旧
東
洋
経

済
新
報
社
、
一
九
九
間
年
、
」
r
A
J
ハ
ー
一
七

O
民
n

(
H
H
)

川
中
高
事
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
官
僚
制
一
計
的
育
夫
・
荻
原
流
之
一
編

7
J
S
R
A

N
諸
問
の
官
僚
制
〕
ア
ジ
ア
総
涛
研
究
所
、
一
九
九
六
年
、
二
川
じ
良
心

(
日
」
下
村
・
中
川
・
粛
藤
、
前
掲
者
、
ム
ハ
川
、
山
県

J

(
M
C

外
務
符
経
済
協
力
品
川
柳
「
我
が
問
の
政
府
開
発
援
助

K
巻
一
九
九
九
年
い

悶
際
協
力
推
進
協
会
、
.
九
九
九
年
、
今

4

九
六
頁
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げ
)
外
務
省
経
済
協
力
局
編
お
叫
が
悶
の
政
府
関
玲
扱
助

K
巻
一
九
九
二
〕
国

際
協
力
指
巡
協
会
、
一
九
九
三
午
、
五
じ
災
ο

へ
ゆ
川
)
外
務
省
続
、
併
協
力
縦
、
前
掲
点
、
二
九
七
‘
一
九
八
資
。

(ω)
一
九
二
瓦
午
憲
法
は
、
米
楠
民
地
支
配
ド
の
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
郊
に
成
立
し

た
憲
法
で
あ
る
令
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
期
は
、
一

O
年
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
放
す
一

を
前
提
と
し
て
成
守
し
た
一
九
三
一
五
年
慾
波
は
、
大
統
領
制
、
，

J

院
州
側
、
総

本
的
人
権
な
ど
を
規
定
し
た
。
議
会
は
、
上
院
二
回
名
、
ド
院
一
一
一

O
名
の
議

員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ハ
選
挙
権
は
、
読
み
溺
き
能
力
を
備
え

た
一
-
一
歳
以
上
の
す
べ
て
の
男
性
に
与
え
ら
れ
た

G

さ
ら
に
、
二
年
後
の
一
九

三
ヒ
年
に
は
、
女
性
に
も
参
政
機
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

G

神
尾
真
知

子
「
フ
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リ
ピ
ン
の
憲
法
制
度
」
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本
市
一
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一
編
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憲
法
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度
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。
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h
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可
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$
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(
辺
)
大
統
領
の
任
期
、
選
出
方
法
な
ど
は
、
一
九
八
じ
年
議
法
第
同
条
に
記
さ
れ

で
あ
る
o
z
z
z
z
o
一
一
色
。
咽
『
マ
ミ
E
d
h
-
2
5言、向。
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3
刊
号
肉
、
缶
止
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と
ミ
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、
吉
、
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E
E
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玄
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u
c
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Z
Z
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(幻
)
P
C
G
G
に
は
、
マ
ル
コ
ス
守
口
族
な
ど
に
よ
り
不
医
に
蕎
積
さ
れ
た
と
疑
わ

れ
る
資
産
を
た
…
し
抑
さ
え
る
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。

P
C
G
G
に
よ
り
蒸
し
押

さ
え
ら
れ
た
資
産
は
、
司
法
の
手
に
委
ね
ら
れ
、
そ
こ
で
違
法
と
判
断
さ
れ
た

資
援
の
み
が
民
営
化
の
対
象
と
さ
れ
た
。
森
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拍
子
『
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フ
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ピ
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、
一
九
九
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年
、
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(
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山
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前
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九
九
九
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一
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(
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)
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潤
縦
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1
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一
九
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年
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(
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力
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.
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援
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B
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九
七
八
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今
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一
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八
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叫
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、
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仁
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す
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援
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来
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施
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験
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が
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一
年
九
月
に
住
民
ら
は
、
日
本
の
政
府
開
発
援
助
に
よ
る
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ム
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設
で
生
活
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を
失
っ
た
な
ど
と
し
て
、
ダ
ム
撤
去
・
康
状
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復
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煩
害
賠
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、
日
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府
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協
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岡
、
二
九
七
賞
。

(
鈎
)
小
島
・
諏
訪
、
前
掲
書
、
一
一
一

O
頁。

(

M

W

)

E

S

一
ミ
者
垣
戸
富
。
P
・問。，」司、冨えとお
mw-BERU¥百
zmwrミ
詰
富
美
c
l
s
l
E
S
S
きと

号
凶

SUE-ZE-

(
M
H
)

小
島
・
諏
訪
、
前
掲
替
、
六
一
一
一
真

(
位

)
O
E
C
D
は
、
経
済
成
長
の
維
持
、
途
上
閣
の
支
援
、
貿
易
拡
大
を
目
的
と

し
て
、
先
進
閣
の
政
府
問
機
関
と
し
て
一
九
六
一
年
に
発
足
し
た
。
問
書
、
七

O
頁。

(
M
M
)

問
書
、
六
間
賞
。

(
H制

)
F
S込
者
耳
宅
』
庄
の
・
問
。
山
唱
す
宮
言
語
、
O
B
i
z
ミ加

E
e
~
r
E
C。ミ
E
ロ
日
Q
O
Z
1。
「
志
向

(
何
回
)
外
務
省
経
済
協
力
関
編
『
我
が
閣
の
政
府
開
発
援
助
国
別
実
績
一
九
九
六
』

国
際
協
力
推
進
協
会
、
一
九
九
七
年
、
一
二
大
賞
。

(
筑
波
大
学
社
会
科
学
研
究
科
博
士
特
別
研
究
員
)


